
『元史』世祖本紀至元二十二年十二.月の干支 をめ ぐって

山本 明志

は じめ に

本稿 は、 現在 開催 二百 回以 上 を数 え る 『元 史』 世祖 本 紀 を読 む会 で 、筆 者 が読

解 を担 当 した 際 に見 出 した問題 点 に つい て 、参加 者 の意 見 を採 り入 れ つつ ま とめ

た もの で あ る。 当初 は、参 加者 の連名 で発 表 す る案 もあ ったが 、筆 者 の責 任 の も

と執 筆す る こ と とな った。 執筆 に あた って は、特 に松 田孝一 、 村 岡倫 両 氏か らご

意 見 をい た だい た。 記 して感 謝 の念 を表 した い。

『元史』 巻13、 世祖本 紀10、 至元22(1285)年12月 乙酉の 条以 下、是 歳 条の

直前 までの 干支 には混 乱 が見 られ る。 まず 百納本 に よって 問題 の箇所 を以 下 に示

す。

[原 文]乙 酉 、立集 賢院 、以 札里 蛮領 之。

戊 子 、罷合 刺 章打金 規運 所及 都 元帥。勅合 刺章 酋長 之子 入質 京 師 、千戸 ・

百戸 子留 質雲 南王 也先帖 木児 所。

中書 省 臣奏 、納速 丁 言 、減 合刺 章冗 官 、可歳 省俸 金 九百 四十 六 両、

又 屯 田 ・課程 専人 主之 、可歳 得 金五 千両。 皆従 之。

遣 只 必寄等 考霰 雲南 行省。

庚 寅 、 詔母遷 転 工匠官。

辛 卯 、 勅有 司祭 北斗。

[訓 読]乙 酉 、集 賢院 を立て 、札 里蛮 を以 て之 を領せ しむ。

戊子 、合 刺 章打 金規運 所及 び都 元帥 を罷 む。 勅す ら く 「合刺 章 の酋 長 の

子 は京 師 に入質 し、千 戸 ・百戸 の子 は雲 南 王也 先帖 木 児 の所 に留

質 せ しめ よ」 と。

中書省 の 臣奏す ら く 「納 速 丁言 え らく 『合刺 章 の冗官 を減 ずれ ば、

歳 に俸 金 九 百四十 六 両 を省 く可 し、 又た 屯 田 ・課 程 は専人 に之 を

主 ら しむれ ば、歳 に金五 千両 を得 る可 し』 と」 と。皆 な 之 に従 う。

只必幕 等 を遣 わ して雲南行 省 を考霰せ しむ。

庚 寅 、 詔 して工匠 官 を遷 転す る こ と母 ら しむ。

辛卯 、 有 司 に勅 して北 斗 を祭 ら しむ。

乙酉の 条 の直前 は 「己未 、丹 太廟檀 」 で、 これ は12月22日 に あた る。 す る と

乙酉 は 己未 の26日 後で あ るか ら、上記 の 乙酉 か ら辛 卯 まで の干支 は12月 には存

在 し得ず 、矛盾 を来す こ とにな る。 『元 史』 の 記事 にお いて 、そ の ま まで は受 け

入れ られ ない干 支 の例 は 多 くあ り、 これ まで様 々な形 で校 言丁が な され て き た。 そ

うい った矛 盾 が あ る場 合 、そ の記 事 を虚 偽 と して無 視 し、退 けて しま うの は簡 単

で はあ る。 しか し、記 事 そ の ものが残 され た こ とを尊重 し、本 来 それ が何 を意味

してい た のか を検討 す る こ とが歴 史研 究 に お いて は必要 で あ ろ う。 本稿 は、 これ
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まで の 『元 史』校 訂 の流 れ をふ まえた 上 で、上 記 の記 事 に対 し新 たな解 釈 を示す

もの で あ る。 元 朝 史研 究 にお いて根 本 史料 の …つ で あ る 『元 史』 に対 し、新 知 見

を提 供で きれ ば幸 いで あ 翫,

1.こ れ ま での校 訂案

まず 、最 も古 い 『元 史』 補 正 の試 み と して、 明 ・胡粋 中撰 『元 史続 編』 が あ る

が 、そ の巻3、 至元22年!2、 月の記 事 は、 「丁未 、皇 太子 珍獣 薙。 賑羅 京 師 貧民」
1のみ で あ り

、 問題 の箇所 に関 わ る記述 は な い。 続 いて 明代 に著 され た 明 ・陳 邦謄

撰 『元 史紀事 本 末』 に も該 当の記事 に言 及 はな い。

民 国 ・屠 寄撰 『蒙兀 児 史記』 巻8、 忽必 烈可汗 本紀 第6下2は 、

己未 、 丹太廟 櫨。 分 立集 賢院[原 注:前+ff於 翰林 国 史院]。

罷 合刺 章 打金 規措所 及都 元帥 府。

勅工 匠官 母遷 転。

と し、 「己未 、丹 太廟榴 」 よ り後 の干 支 に問題 が あ る こ とを認 識 しつ つ も、干 支

を表記 しな い こ とで矛盾 を回避 しよ うと して い る。
一 方
、清 ・魏 源撰 『元 史新編』 巻6、 世祖 下:3は、 「己未 、丹太廟 盈 」 以 下の干

支 が混乱 して い る こ とに気 付 き、

己未 、丹 太廟盈。

辛 酉、 分立 集 賢院 、掌 提調 学 校 、徴求 陰逸 、召集 賢 良。 凡 国子 監道 教 陰 陽祭

祀 占 卜等事 、皆隷 之。

甲子 、勅 工匠 官母遷 転。

と し、 十二 支 を固 定 した まま 乙酉 を辛酉 に 、次 の戊 子 を 甲子 に校 訂 した上 で 、本

来 の戊 子 の記事 を削 り、 次の庚 寅の 記事 を甲子 の記 事 と して組 み込 ん で い る。 や

や複 雑 な校 訂 案で あ るが 、 「十 二支 を 固定 して十 干 を矛盾 しない もの に 変 え る」

とい うこの発想 は、 清 ・曽廉 撰 『元 書』 、 民国 ・何 勧 悉撰 『新 元 史』 、 中華 書 局

点校 本 『元 史』 に引 き継 が れ る こ とに な る。

す な わ ち、 『元書』 巻5、 世 祖 紀下1は 、

辛酉 、 立集 賢院。

と し、 『元 史新編 』 の校 訂 案 を採 用 してい る、,

また 、 『新 元 史』 巻n、 本紀 第11、 世阻55は 、

己未 、 丹太廟 盈 、

辛酉 、立 集 賢院。

甲子、罷 吟刺 章都 元帥。 命μ合剛酋 長 子 入質京 師 、千戸 ・百 戸子 貿質 雲南。

丙寅 、停 遷転 工匠官。

と し、 剛卜二 支を 固定 した ま ま、 乙 酉を 辛酉 に 、戊子 を甲子 に 、庚 寅 を丙 寅 に校 訂

1文 淵 閣本 四庫 全書 影印本 。
2民 国23年 眺 陵屠 氏結 一宙 補刊 本(上 海 古籍 出版 社影 印本) 。
3光 緒31年 郡 陽魏 氏慎 初 堂刊本(江 蘇広 陵古 蹟刻 印社 影印 本) 。
.;宣 統3年 郡 陽 曽氏 層騎 党刊 本

、,
5民 国 中天=津徐氏退 耕 堂刊本(上 海古 籍 出版 社 影印 本) 、,



す る。

そ して 、現 在我 々が最 もよ く利 用 す る中華書 局 点校 本 も、 本文 で は 問題 の干 支

をその ま まに して い るが 、校勘 記(一 二)に お いて

[原 文]乙 酉至戊子 至庚 寅至辛卯 按 是 月戊戌 朔 、無 乙酉 ・戊子 ・庚 寅 ・辛 卯諸 日、

此 乙酉 繋 己未 二I-日 之後 疑 為辛 酉二+四 ・戊子 疑 為 甲子 二+し 日 ・庚 寅疑

為丙 寅二+九 日 ・辛卯 疑為 丁卯 三1_日之誤。

[訳 文]乙 酉 ・戊 子 ・庚 寅 ・辛卯:按 ず るに、 この月 は戊戌 が 朔 日で あ るの で 、

乙酉 ・戊 子 ・庚 寅 ・辛卯 の 各 日は無 い。 この 乙酉 は己未(22日)の 後 に

続 くの で辛酉(24日)の 誤 りであ り、戊 子 は甲子(27日)の 、庚 寅 は丙

寅(29日)の 、辛卯 は丁 卯(30日)の 誤 りでは なか ろ うか。

と述 べ る。 つ ま り 『元 史新編 』 に始 ま る、問題 の箇所 の 「十 二 支 を固 定 して十 干

を変 え る」 とい う校 訂 方法 を よ り明確 に述 べ て い るの であ る。 た しか に この方 法

を採 れ ば 、 一 見矛盾 は解 消 され た よ うに 見 える。 だ が、 これ が最 も適 当な校 訂 方

法 な のだ ろ うか。 このひ とま とま りの 箇所 に お いて 、全 ての干 支 が 「誤 る」 こ と

は不 自然 では ない だ ろ うか。

2.戊 子 、 雲南 関連 記事 よ り

実 は 、す でに清 ・江輝祖 撰 『元 史本言登』巻3、 讃 誤巻3、 世 祖 紀10`'は 、 「中書

省 臣奏 、納 速 丁言 減 合刺 章冗 官。 継培 案 即納 速 刺丁 本伝 在 二十 一年 」 と言 い、 問

題 の記事 中、 「戊 子」の 「納 速丁 言減 合刺 章 冗官」 とい う記事 が 、 『元 史』巻125

納 速 丁伝 で は、至元22年 では な く、至 元21年 の もので あ る こ とを指摘 して い る。

これ は 、問題 解決 の重 要 な手が か りに な るもので あ る。

『元史』 巻125、 費 典赤贈 思 丁伝 附納 速刺 丁伝 は、 至元21(1284)年 の事 と し

て、

奏 減合 刺 章冗 官 、歳 省俸 金 九百 余両 、 屯田 ・課 程専 人掌 之 、歳 得 五 千両。

と記 して い る。 この一 文は 、問題 の世祖 本 紀至 元22年12月 戊子 の記事 であ る

納速 丁 言 、減 合刺 章冗官 、可歳 省俸 金九 百 四十 六 両、又 屯 田 ・課 程 専 人主 之、

可歳 得 金五 千 両。

と内容 が ほぼ一 致す る上 、字 並び もほ とん ど変 わ らない。

元代 の合刺 章(カ ラ=ジ ャ ン)す なわ ち雲 南 につ いて は松 田孝一 の研 究7が あ り、

至元11(1274)年 に智典赤 贈思 丁(サ イ イ ド=ア ッジ ャル=シ ャム ス=ウ ッデ ィー ン)

が雲 南 に赴 任 して雲 南行省 を設 立す るに至 る経緯 と、 そ こで実 行 され た諸 政 策 が

実証 的 に論 じられ て い る。 そ の 中で 松 田は 、理 由 は明言 して いな いが 、雲 南 にお

け る 屯田開発 に 関 して 『元 史』本 紀 の至 元22年 を採 用せず 、實典 赤贈 思 丁伝 附納

速 刺 丁伝 の記 事 を引用 し、至 元21年 の こと とす る。 松 田論 文 の行論 上 、 この記事

が至 元21年 の 出来事 で あ った と して も、全 く問題 は ない。 以上 か ら本 紀 に記 され

る至 元22年12月 戊子 の記事 が 、実は本 来至 元21年 の記 事 で あった 可能性 が指 摘

で き る。

6中 華 書 局 点 校 本 、21頁 。

7「 雲 南 行 省 の 成 立 」 『三 田 村 博 士 古 稀 記 念 東 洋 史 論 叢 』1980年
、X51-271頁 。
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3。 乙酉 、集 賢院 設 立の 記事 よ り

次 に 乙酉 の記事 か らも考 えてみ よ う、,櫻井智美 は 「元 代集 賢院 の設 立 」8に お い

て 、 「『元 史』巻13、 世 祖本 紀10、 至 元二十 二年 十 二月 乙酉 の条 には 『集 賢院 を

立 て、札 里 蛮 を以 て 之 を領 せ しむ 』 とあ って、 ま るで 二十 二年 にな つ て初 め て集

賢院 が 立 ち、 サル バ ンが そ の長官 とな った よ うに記 され るが 、 これ まで論 じた と

お り不十 分 な表現 で あ る」 と した9,,そ れ は、 『元典 章』 巻31、 礼部4、 儒 学 、整

治 学校 の 条 に 見え る至大 四(1311)年 の聖 旨の節 該 に引用 され る集 賢院 の官 員の

奏上 の 中に 、 「至 元 二十 一年 、集 賢院 を設 立 し、 内外 学校 を提 調 し、(後 略)」

とあ り、 また趙 孟額 『松 雪斎 文集』 巻7に 集 録 され るア ル グンサ リの神 道碑 銘 に

も 「(至 元 二十 一年)秋 、集 賢館 を置 き、公 に命 じて集 賢 を領せ しめん とす る も、

公請 うて 司徒撒 里 蛮 を以 て之 を領 せ しめん とす。 乃 ち公 を以 て 中順 大夫 ・集 賢館

学士 と為 し太 史院の事 を兼 ね しむ1と あ るよ うに、 『元 史』系統 以外 の 史料 に は、

集賢 院 の独 立 を至元21年 、あるい は至 元21年 秋 とす る もの が あ るか らで あった。

櫻 井 は、 この至 元22年 ユ2月 「乙酉 、立集 賢院 、以すL里蛮領 之」 の記 事 に関 し

て 、 「中華 書 局点校 本で校 勘 が ほ どこ され てい る よ うに、 この 記事 の 前 後 の干 支

は つ じつ まが 合わ な い。 『元 史』 編修 時 の作 業 ミスで あ る とす れ ば、集 賢院 が 二

十二年 十 二 月に 立て られ た とい う意 味の記 事 では ない 可能性 も出て くるJと 指 摘

す る。 しか し 『元 史』 巻87、 百官 志3、 集 賢院 の 条 には 「国初集 賢 は翰 林 国 史院

と官 署 を同 一 にす。 至 元 二十 二年 、 分 けて両 院 を置 く」 といい 、 また 同 、翰 林兼

国 史院 の 条 に も 「(至 元)二 十 年 、集 賢 院 を省併 して翰 林 国 史集 賢 院 と為す。(中

略)二 十 二年 、復 た 分け て集 賢 院 を立つ 」 とあっ て、至元22年 に集 賢院 が独 立 し

た と考 え うる記 事 が本 紀以 外 に も存在 す る こ とか ら、そ の年 月を も尊 重 し、集 賢

院設 立に 関わ って 、至 元21年 と22年 の こ通 りの 史料 があ るの を、設 立 まで に何

段 階 かの ステ ップ が あった ことや 、至元18年 以 来続 い た集 賢 院 と翰林 院 との 関係

の変化 を反映 した結 果 と考 え た。 そ して 、集 賢院 の翰 林院 か らの独 立時 期 に っい

て櫻 井は 、敢 えて特 定す るな らば 至元22年3月 以 降 、12月 以 前 であ る と したu。

しか し、 『元 史』 とは系統 を異 にす る 史料 、つ ま り上記 の 『元 典章』 整 治学校

の 条や アル グンサ リ碑 銘 な どが、集 賢 院の独 立 を至 元21年 と して い る こ と も無 視

できな いだ ろ う。 前節 で言 及 した戊 子 の記事 と同 じよ うに、至 元22年12月 乙酉

の記 事 も実 は本 来至 元21年 の記 事で あ った と考 えては ど うで あ ろ うか ,、

4.庚 寅 ・辛卯 の記 事 よ り

次 に 「庚 寅 、詔母 遷 転 工匠官 」 とい う記 事 で あ るが 、 これ につ いて も関連 す る

史料 が ある。 『元 典章』 巻9、 吏部3、 官 制3、 局院 官 、局院 匠官 遷転 の 条 に見 え

る尚書 省 の盗 文か らは、管 匠官 の遷 転 を禁ず る聖 旨が 至元27年 以 前 に出 され て い

8『 史 林 』83-3
、2000年 、115-143頁 。

9同 、134頁,

lo同
、137頁 、 註5。

it同
、134頁 。



るこ とが わか り、 また 『元 史』 巻82、 選 挙志2に 「(至 元)二 十三 年 、詔 『管 匠

官 、其造 作 有好 悪麟 少 、 勿令遷 転』 」 とあ り、 内容 は 『元 典章 』 の記 載 とほぼ 一

致 す る12。 管匠 官 の遷 転 を禁ず る こ とは至 元23年 に は始 まって いた と見 るこ とが

で きよ う。 問題 の 「庚 寅、詔 母遷 転 工匠官 」 と軌 を一 にす る施策 で あ る。

この記事 に関 して は、至 元23年 以前 と しか確 定 で きない ので 、至 元22年12月

の記事 で あ る可能性 は残 るが、至元21年 の記事 で あ る仮 説 も排 除 す る もので は な

い。 最 後 の 「辛 卯 、勅 有 司祭北 斗」 の 記事 につ いて は関連 す る記 事 を 見い だせ な

いた め、積 極 的 に至元21年 の記事 とす る根 拠 はな いが 、前節 まで 見て きた よ うに、

乙酉 ・戊子 が 至元21年 の記事 だ とすれ ば 、それ に続 くこの庚 寅 ・辛卯 の記 事 も至

元22年!2月 では な く、本 来 は21年 の記 事 であ った ことが考 え られ る。

5.至 元22年12月 か ら至 元21年9.月 へ

ここ まで、 『元 史』巻13、 世祖 本紀10、 至元22年12月 の 乙酉 の条 か ら辛卯 の

条 にい た る記 事 が、実は本 来 は至 元21年 の記 事 であ った可 能性 を論 じて きた。 で

は 、それ は21年 の何 月の記 事で あ った のだ ろ うか。第3節 で あげた アル グンサ リ

の碑銘 では 、 「集 賢館 」 を置 いた 時期 を 「至 元21年 秋」 と してい るが 、実 は 『元

史』巻130、 阿魯 渾 薩理(ア ル グンサ リ)伝 で は、上記神 道碑銘 と同 じ内 容 の記事

が、 さ らに具 体的 に、 至元21年 秋9月 の こ と と して記 され て い るので あ る。

[原 文]二 十一 年 、擢 朝列 大 夫 ・左 侍儀 奉 御。(中 略)(帝)遣 使 求 賢 、置集 賢

館 以 待 之。 秋 九 月、命領 館 事 、阿 魯渾 薩 理 日 「陛 下 初置 集 賢以 待 士 、宜

択 重望 大 臣領 之、以 新観聴 。 請以 司徒撒 里 蛮領 其事 」。 帝従 之。

[訓読]二 十 一 年 、朝 列大 夫 ・左侍 儀 奉御 に擢 せ らる。(中 略)(帝)遣 使 して

賢 を求 め、集 賢館 を置 きて 以 て之 を待 せ しめん とす。 秋 九 月 、命 じて館

事 を領 せ しめん とす るに、 阿魯 渾薩 理 曰わ く 「陛 下 初 めて集 賢 を置 き以

て 士 を待 さん とせ ば、宜 しく重 望 の大 臣 を択 び て之 を領せ しめ、以 て観

聴 を新 にす べ し。 請 うら くは 司徒撒 里 蛮 を以 て其 の事 を領 せ しめ られ ん

こ とを」 と。 帝 之 に従 う。

では 問題 の至 元22年12月 の 乙酉か ら辛 卯 までの記 事す べ て を、『元史』巻13、

世祖 本紀10、 至 元21年9月 の箇所 に入れ る こ とが 可能 か ど うか検 証 してみ よ う。

至 元21年 にお いて 、乙酉 ・戊子 ・庚 寅 ・辛卯 の 四 日が存在 し うるのは 「2月 ・4

12『元典 章』 の問題 の 箇所 は、 「管匠 官教 遷転 呵 、造 作或 好 、或 　 、或 短少 呵 、難

頁的 一般 有,,不 交遷転 呵L,.生 」腰道 奏 呵 、 「是 也。休教 遷転 者 」聖 旨有 来。 【 「管

匠官 を遷 転 させ るな らば 、造 作 はあ る もの は良 く、あ る もの は悪 く、 あ る もの は

規 定 の数 に 足 りな くな り、(き ちん と した仕事 を)求 め難 くな る よ うで あ る。(管

匠官 を)遷 転 させ な けれ ばい か がか」 と上奏 した ところ 、 「そ の とお りで あ る。

(管 匠官 を)遷 転 させ るな」 と聖 旨が あ った 】 とい うもので あ る。 これ に よ って

『元 史』 選 挙志 の 箇所 を解 釈す れ ば 、 「其造 作 有好 悪麟 少 」 の部 分 は、 「造 作 に

好悪麟 少 が 有 る場 合 は」 と条 件 を述 べ てい るの で は な く、 「造 作 に総 じて好 悪噺

少が 有 るの で」 と理 由を述 べ てい る もの と考 えるの が妥 当で あ ろ う。



月 ・閏5月 ・7月 ・9月 ・11月 」の 六 っ の 月 で あ る 。 こ の うち2月 に は 乙 酉 と戊 子

の 問 の 丁 亥 に記 事 が あ り、4月 に は 乙 酉 に 記 事 が あ る。 閏5月 に は 乙 酉 ・丙 戌 ・庚

寅 に 記 事 が あ り、7月 に は 丁 亥 ・戊 子、!1月 に は 戊 子 ・己 丑 ・庚 寅 に 記 事 が あ 惹,

唯 一 、9月 だ け は 、 「甲 申(!0日)・ 癸 巳(19日)・ 丙 申(22日)・ 甲辰(30

日)」 の 四 日分 の 記 事 しか な く、問 題 の 乙 酉 か ら辛 卯 まで の 記 事 が な い 。9月 の 乙

酉 は 、記 事 の あ る 甲 申(10日)の 翌 日11日 に 当 た り、辛 卯 は 同 じ く記 事 の あ る 癸

巳(19日)の 二 日前 、17日 に 当 た るhと す る と、 至 元22年12.月 の 問 題 の 箇 所 全

体 を 至 元21年 の 記 事 と して 無 理 な く組 み 込 む 余 地 が あ る の は 、9.月 の み と言 え るn

本 紀 の 記 事 は 各 月 に よ っ て 長 短 の 差 が あ る が 、 そ れ に して も、 至 元21年9月 は 、

四 日分 の 記 事 しか な く 、 極 端 に記 事 の 少 な い 月 で は あ る,,記 事 が 脱 落 して い る と

考 え る こ とに 無 理 は な い、,

以 上 の よ うに 、 至 元22年12月 の 乙 酉 か ら辛 卯 ま で の 記 事 す べ て は 、 至 元2!年

9月 甲 申 と癸 巳 の 間 に 入 れ る こ とが 可 能 で あ る 、 至 元21年9月 に は 本 来 、 「甲 申

(10日)・ 乙 酉(11日)・ 戊 子(14日)・ 庚 寅(16日)・ 辛 卯(17日)・ 癸 巳

(!9日)・ 丙 申(22日)・ 甲辰(30日)」(下 線 が至 元22年12月 か らこ こに組

み 入れ た部 分)八 日分 の記 事が あ ったの では ない か、/

『元 史』 世 祖 本紀 ・百官 志 は、 『世 祖 実録』 『経 世 大 典』 を も とに して編纂 さ

れ た もの で あろ う し、もち ろん 『世祖 実録』は 『経 世大典』に先 立っ。 あ るいは 、

『世祖 実録 』編 纂 の段 階で 、問題 の 至 元22r#12月 乙酉 以下 の記 事 はす で に現在

に残 る 『元 史』 世祖 本 紀 の よ うに記 され て いた のか も しれ ない/,問 題 の 四 日分 の

記事が 、本 来は至 元21年9,月 の 記事 であ/った に もか かわ らず 、何 らかの トラブル

で至 元22年12月 の末 尾 に紛 れ込 み 、 『経 世大 典』編 纂 時 に も気 付 かれず 、 『元

史』 世祖 本紀 ・百官 志 の記事 に 引 き継 がれ た とい うこ とで はな いだ ろ うかi.,

お わ りに

以上 、 『元 史』 世祖 本紀 、至 元22年i2月 乙酉以 下ひ とま とま りの 四 日分の 記

事 は 、至 元22年12月 の もの と見る よ り、至 元21年9∫1の 記 事で あ る可 能性 が 高

い こ とを論 じて きた。 矛盾 す る干 支 を字 形 の類似 に よって校 訂 す る とい う方 法 に

異 議 を唱 え るつ も りはな いが 、 今回 取 り上 げた 四 日分 の干 支 に関 しては 、字 形 の

類 似 か ら生 ず る誤 写 ・誤 刻 だ け ては説 明 しきれ な い,,『 元 史』 校訂 に際 して よ く

用 い られ る、_f,干 を固定 して十 二支 を翻齢 が な い よ うに校訂 す る、 とい う方法 も

一見 問題 が ない よ うに も思 え るが
、根拠 は ト分に吟 味す る必要 が あ ろ テ,我 々は 、

中華 書 局の校 訂 を鵜 呑み にす るので はな く、 よ り慎重 に記事 を解 釈す る態 度 が求

y)ら れ る,、

また 、 も し、 この 可能性 が 単 な る百∫能性 では な く、 正鵠 を射 た もの で あ るな ら

ば 、 この よ うな 「錯 簡」 が 生 じた編 纂経緯 しり解 明が 今 後の 課題 とな ろ う、 今回 示

した校 訂 案が 、 『元 史』 理 解 に幾 ば くか 」)寄与が で きれ ば 幸い で ある、、

(や ま もと め い し 大阪 大学 大学 院博 士 後期課 程)

Bも らうん 、『世祖実 録 』編 纂}貯で は な く、『経 世 ノく典』編 纂時 に この 問題 が 発 生 した

可能性 も ぢえ ら」lrしる、 い つ の 段ll皆で 、 こ(ノ)混乱 が}[=生 した か は特 定 しが た い

、
)
〔


